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１．大阪港の概要

大阪港の港勢（2021年）

（外貿コンテナ貨物量）

各都道府県で生産・消費される
輸出入ｺﾝﾃﾅ貨物の大阪港発着率

近畿2,100万人の人口を抱えた都市型港湾
大阪港の貿易額 8.3兆円（国内の約6%） (2020年確定値)

近畿圏のGRP 89兆円（国内の約16%） (平成30年度時点） （取扱貨物量の内訳）

大阪港背後圏の交通網
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出典：平成30年度全国輸出入コンテナ貨物流動調査結果より本市作成



２．大阪港の目指す姿

集貨

創貨

競争力強化

環境

港湾強靭化
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※2022年11月現在の
大阪港の航路数等を表す。

取り巻く状況 新型ｺﾛﾅに端を発する国際物流の混乱、国内では労働者不足や2024年問題⇒ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの再構築

３．大阪港の目指す姿及び取組の方向性（集貨）

３

充実した海と陸のネットワークを活用した信頼性の高い、安定したサプライチェーンの提供

大阪港の強み 背後に広大なﾏｰｹｯﾄ（ﾍﾞｰｽｶｰｺﾞ）の存在、充実した海と陸のﾈｯﾄﾜｰｸ

広域からの「大阪港への集貨」仕組みづくり集貨

内航フェリー
(4航路･5便/日)

インランドポート

国際フェリー・国際RORO

外航コンテナ
(75航路･293便/月)

貨物鉄道 内航RORO
(7航路･12便/週)

(2航路･2便/週)(2航路･4便/週)

凡例
：内航RORO航路
：内航フェリー航路

―：貨物鉄道
：外航航路

：インランドデポ

【外航コンテナ航路方面別内訳（便／月）】
北米西岸(8)、豪州(5)、東南アジア(100）
中国（香港含む）(148)、韓国(32) 計293便/月

アジアとの多頻度直航サービスが充実



取り巻く状況 一部生産拠点の国内回帰の動き、ﾘｽｸ管理等を考慮した物流拠点分散化

大阪港の強み ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ背後に開発可能用地が存在、労働力の確保が比較的容易、交通網が充実

流通加工や組立等の機能を有するロジスティクス施設の立地促進創貨

３．大阪港の目指す姿及び取組の方向性（創貨）

用地

上屋の再編・敷地の高度利用等
による用地創出

上屋

大阪港位置図

経過年数 棟数
50年以上 46
30年以上
50年未満 28

30年未満 6

夢洲コンテナターミナル

物流用地（約18ha）
産業・物流用地
（約8ha）

観光・産業ゾーン

産業・物流ゾーン

夢洲

流通加工・集配送等の機能を
有するロジスティクス施設と
コンテナターミナルの接続

夢洲物流用地の活用

活用

出典：「夢洲まちづくり構想
（平成29年8月）」

再編 高度化

既存上屋

創出した用地を物流用地として活用
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３．大阪港の目指す姿及び取組の方向性（競争力強化）

５

複合ターミナルの形成

コンテナ船・RORO船・在来船の
様々な輸送モードに対応可能な

ターミナルを形成

コンテナ船 RORO船

在来船

取り巻く状況 港湾労働者不足、多様な輸送モード需要の高まり

大阪港の強み 輸入貨物の需要が多い、多様な貨物のニーズに対応し得るターミナルの存在
（大阪港の弱み 空コンテナ返却車両等によるターミナルゲート混雑）

高い生産性を有するコンテナターミナルの実現、サプライチェーンの多元化競争力強化

ターミナルの
一体運用の推進

DXを通じた
高規格コンテナターミナルの

更なる生産性向上

相乗効果により、さらなる生産性向上を図る

ﾛｰｶﾙ５G実証事業の成果を活かしたｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙのDXの実現

Ⅰ.ｺﾝﾃﾅﾀﾞﾒｰｼﾞﾁｪｯｸの遠隔化
Ⅱ.ｺﾝﾃﾅﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞﾃﾞｰﾀのﾘｱﾙﾀｲﾑ伝送
Ⅲ.ﾛｰｶﾙ５Gの有効性検証
（RTG疑似荷役操作信号送受信等による電波検証）

Ⅳ.CONPASの導入

ローカル５G環境を活用した
業務効率化・生産性向上(実証事業)

Ⅰ.コンテナダメージチェックの自動化
Ⅱ.AIを活用したｺﾝﾃﾅ蔵置場所の最適化
Ⅲ.RTGの遠隔操作化
Ⅳ.ゲート前渋滞の解消

目指す姿

1.ｺﾝﾃﾅﾀﾞﾒｰｼﾞﾁｪｯｸの遠隔化 2.ﾛｰｶﾙ５Gの有効性検証

ローカル５Gの実証事業

管理棟 ゲート
ﾛｰｶﾙ５G

管理棟確認RTG映像 RTG
ﾛｰｶﾙ５G

ﾀﾞﾒｰｼﾞﾁｪｯｸ映像 疑似荷役操作信号や映像



３．大阪港の目指す姿及び取組の方向性（環境）

取り巻く状況 SDGsやESG投資への関心の高まり、サプライチェーンの脱炭素化

大阪港の強み 2025年大阪・関西万博（SDGs達成・SDGs+beyondへの飛躍の機会）、理念継承

「環境」面での国際競争力の強化、脱炭素化による付加価値の提供環境

カーボンニュートラルポートの形成

停泊中船舶への陸上電
力供給施設の導入

水素・e-メタンの混焼・
専焼、メタネーション

上屋・ヤード照明・臨
港道路照明等のLED化

ヤード内荷役機械の
電動化・FC化

港湾地域の面的・効率的な脱炭素化
省エネ化省エネ化 低炭素化低炭素化

電化+非化石エネルギー由来の電力使用電化+非化石エネルギー由来の電力使用

脱炭素化脱炭素化

堺泉北港
受入･貯蔵･配送

大阪港
次世代エネルギー

供給拠点

（次世代エネルギー供給拠点とは）
・水素、アンモニア等の港湾エリアでの供給拠点を指す。

水素・アンモニア等
供給拠点形成

次世代エネルギー供給拠点としての環境整備

水素燃料電池船基地
2025年万博開催時に商用運航予定 次世代ｴﾈﾙｷﾞｰ移行までの

LNGﾊﾞﾝｶﾘﾝｸﾞ拠点形成
ｴﾈﾙｷﾞｰ供給拠点｢堺泉北港]とも連携

６次世代エネルギー運搬船

岩谷産業㈱水素燃料電池船ｲﾒｰｼﾞ図

日本初LNG燃料ﾌｪﾘｰ

貯蔵タンク

水素ステーション等



上町断層帯地震（直下型） 南海トラフ巨大地震（海溝型）

≪求められる役割≫
・災害発生時の復旧・復興拠点としての機能強化
・市民生活を支える基幹的海上ネットワークの維持
・経済活動を支えるサプライチェーンへの影響の抑制

３．大阪港の目指す姿及び取組の方向性（港湾強靭化）

取り巻く状況 自然災害の頻発・激甚化、巨大地震発生確率の高まり

大阪港への要請 自然災害発生時の事業継続（BCP実効性）、リダンダンシーの向上

コンテナターミナル等のさらなる強靭化港湾強靭化

岸壁、荷さばき地の耐震化の促進（幹線貨物輸送対応ターミナルの形成）

（高規格コンテナターミナル） （フェリーターミナル）

７

荷捌き地の
耐震強化

現在の直轄港湾
工事の対象範囲

水深-16m -15m -15m

耐震岸壁 耐震岸壁耐震岸壁

荷さばき地
（耐震改良）

直轄港湾工事による連続一体
運用ターミナル全体の耐震強化

連続一体運用

直轄港湾工事に
よる耐震強化

荷役機械
の不要な
ﾌｪﾘｰ船等

（船型標準化等）

直線バースへの改良
（岸壁の耐震整備等）

既設護岸法線

近畿圏経済活動の
事業継続性確保に
大きく貢献

将来イメージ
将来イメージ
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４．大阪港における目下の取組み（１）

舞洲

夢洲

ＩＲ予定区域
（約49ha）

Ｎ

万博会場
（約155ha）

夢洲幹線道路
令和３年度より施工中 4車線→6車線化

高架道路（2橋）
令和3年度より施工中

夢舞大橋
令和4年8月4日 4車線→6車線化済 此花大橋

令和4年10月29日 4車線→6車線化済

鉄道（南ルート）
令和4年7月19日 シールド掘進開始

夢洲の物流機能強化に資するインフラ施設の整備

舞洲幹線道路、舞洲東交差点立体交差化
令和4年7月14日 4車線→6車線化、

右左折 2車線化済、立体交差施工中

≪(仮称)夢洲南高架橋≫

≪(仮称)夢洲北高架橋≫

≪夢舞大橋≫

夢洲コンテナターミナル背後道路
令和5年度着工予定
現行4車線→付加車線１～２車線を整備

≪舞洲東交差点 立体交差≫

≪舞洲東交差点 南行き≫ ≪舞洲東交差点 西行き≫

≪舞洲東交差点 北行き≫



C6,7

①CONPAS(※)の導入
(ゲート処理時間の短縮等)

⑤咲洲へシフト
⑤-1．船舶着岸場所一時移転
⑤-2．空コンテナ返却場所一時移転

②車両待機場の整備
（240台分確保）

③ターミナルゲート時間延長

（写真はイメージ）

（通常）平日：8:30～11:30,13:00～16:30
土曜：8:30～11:30

（30分で最大200台分散）

④荷捌き地の拡張（ゲート増設）
（ゲート前待機スペース100台分確保）

（ゲート増設により、1時間当たり120台削減）

（※）Container Fast Passの略

≪③ゲートオープン時間の延長、⑤咲洲へシフトは万博期間中のみの対策≫

②車両待機場の整備
（150台分確保）

⑤咲洲へシフト
⑤-2．空コンテナ返却場所一時移転

咲洲

夢洲

４．大阪港における目下の取組み（２）

万博開催時の物流交通対策（案）

令和3年度より試験運用を実施

令和3年度整備完了

令和5年度末完成予定

令和3、4年度に社会実験を実施

令和3、4年度に社会実験を実施

令和4年度末完成予定

令和4年度中にC6,7ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝ製作設置工事に着手予定

令和5年度中の本格運用をめざす
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